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■授業の目的及び到達目標
今を生きる我々が経験してきた教育も、過去の様々な試みや変革を経て現在に至っています。一体、現在の教育はどのよう
な歴史をたどって現在に至ったのでしょうか。本授業は世界的潮流を把握した上で、日本の近代から現代にかけての教育実
態（制度や内容）及び思想の変化について理解することを目的とします。到達目標として日本及び世界の教育史の流れを正
しく理解していること、その理解を土台として教育に対する自らの意見を論理的に述べられることを到達目標とします。

■授業計画

1 オリエンテーション、教育史のはじまり
授業に関する概要（目的、到達目標、評価方法）について説明するとともに、この授業がいつの時代の歴史を扱うの
かを説明し、授業全体を概観する。

2 近代学校の誕生　西洋から明治日本の学制へ
17 世紀以降西洋で確立していく学校制度の特徴を知るとともに、明治維新以降日本に輸入された学校制度はどのよう
に運用されたのかを明らかにする。江戸時代までの教育についても理解する。

3 明治前半の教育　富国強兵と教育勅語
近代化過程において日本の学校制度はどのような特徴があったのか、富国強兵と教育勅語を軸に明治時代前半の教育
の様子について学ぶ。

4 明治後半の教育　学歴社会の浸透
明治時代後半に起こった学校や学歴への意識の変化を考察し、学校がどのように社会に浸透していったのかを学ぶ。

5 20 世紀の世界的潮流
20 世紀は「児童の世紀」と呼ばれて始まった。世紀の始まり頃に世界ではどのような子ども観や教育観が求められて
いたのだろうか。またその潮流に日本の教育はどのような影響を受けたのか、考える。

6 大正自由教育について①　全体的動向
大正時代に広まった大正自由教育運動の実態、特徴、様々な教育思想について多角的に検討する。

7 大正自由教育について②　児童の村など
大正自由教育の成果として、池袋児童の村小学校とトモエ学園を中心に取り上げ、当時の日本で広がった自由教育の
思想を知り、その理想と限界について考える。

8 大正自由教育の終焉　戦争に向かって
大正時代も終わり昭和時代に入る頃、徐々に戦争へと世相が傾く中、自由教育はどうなっていったのか、その他の一
般的な学校教育も含めてどのような変化が見られるようになったのか、明らかにする。

9 戦時下の教育　疎開と学徒出陣
太平洋戦争の始まりとともに、学校教育の内容も時局に合わせた変化を余儀なくされた。どのような教育がなされた
のか、学校はどのような役割を担ったのか明らかにし、教育のあり方について考察する。

10 戦後教育改革
戦後日本の教育は大転換を果たした。その教育内容や制度の変化について明らかにし、戦後直後に描かれていた教育
への理想と現実について考える。

11 道徳教育の特設と 1960 年代
戦後教育改革も 1960 年頃に様々な変化が見られるようになった。どのような変化が起きたのか、社会の動向と照らし
合わせながら、教育に対する考え方の変遷について学ぶ。

12 1980 年代の教育
1980 年代以降になると、いじめ、校内暴力、不登校など様々な教育問題が学校内で起こるようになる。一方で進学熱、
偏差値教育、高等学校や大学の大衆化も進行する。そうした変化が起きた背景について学ぶ。

13 改めて教育史を学ぶ意義について考える
これまでの授業を通じて、世界と日本の教育の歴史について学んだことを復習し、現代に生きる私たちが歴史から何
を学ぶのか、広い視野から検討する。

■授業の方法
本授業は講義形式を基本としますが、受講生との対話を多く取り入れ、また自らの考えを発言ないしは書くことによって表
現してもらう機会を重視します。歴史を他人事でなく自分事として学ぶように、実感を持って学べるような問いかけや教材
を用います。

■予習・復習
予習は、授業計画ごとのテーマについて、参考書や教材資料を読んで内容を把握し、分からない項目については事前に調べ
ておく(1 時間）。復習は、資料等を再読し授業内容を振り返った上で、授業内に提示した課題について解答し、自らの意見
をまとめる（1 時間）。

■成績評価の方法（成績の評定方法、授業態度、レポート等の扱い）
成績評価は、期末のレポート（50％）、授業内で行う振り返り課題（30％）、毎回の授業での発言など参加態度（20％）で算
出する。授業内で解答してもらう課題については、次の授業内で答え合わせと確認を行い、理解状況を確認する。

■教科書・参考書
授業中に適宜紹介する。教育史の基礎文献としては国民教育研究所編『近代日本教育小史』（草土文化）、山住正己『日本教
育小史―近・現代―』（岩波新書）を挙げる。


